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虫回虫の感染様式に関する研究

A、.., 村 市 西 村 猛

大阪大学微生物病研究所寄生虫原虫学部（部長 森下蒸教授）

（昭和 32年 5月29日受領）

序言

畑虫の感染は仔虫包蔵卵が侵入するととによって起る

ととには問題がない。しかし侵入方法としては野菜類を

媒俸として経口侵入することが主経路だと考えられてき

たが近時風盛其他の直接的な侵入も考慮されてきてい

る。此の様に姻虫の感染は良耕，気象等の自然的条件と

密接に関述しているのであるから，これが季節的に変動

することは当然であろうし，又環境的な差？とよって必然

的にそむ感染の様相が変化することも考えられ，その追

究は姻虫症の疫学上重要なととといわねばならない。

従来から之等に関連して行われた研究は多数にあり，

人体の感染については松崎 (1951,1954），松林（1953)

其他によって相当深く研究され，その感染は季節的に変

動し叉積雪地とそうでない処ては感染様相が異るといっ

た報告もある。

著者等も之等の点を追及するため1954年より同55年に

亘仏大阪市を中心として純良村，衛星都市，大都市の学

童を対象として同ーの方法によってその年聞における感

染の速度，感染の時期，感染E：等の変動を調査した。尚

之等の感染の季節的変動というととは非常に複雑な因子

の関係するものであり，その成績む解析はかなりの困難

があるが，著者等は之等三カ所て1'.Jた成績を一定の方法

を以て処理して，とれを比較検討することによってその

一端を知ることに努めた。

実験方法

1 対象の選定

姻虫の感染様式を知ろうとする場合，対象の選定が第

ーの問題となってくる。此の場合結核の実態調査或は国

民の栄養調査のように，国勢調査区を層化抽出して調査

をすると最もよいのかも知れないがとれは著者等の到底

なし及ぶ処てはない。此のため皆者等は大阪市の代表と
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して市内のK小学校，衛星都市の代表として守口市内の

S小学校，純良村として大阪府北河内郡のN小学校を夫

々任意に選んだ次第である。従ってこれによって大都

市，衛星都市の感染は此のような様式て起り，農村はと

の様であると言い切れないとともあり，叉小学校児童の

みの調査である点から相当の歪のあろうととも予期し

ているが，一応との問題の考察に役立て得るものと信ず

る。

2. 調査方法

小学校の全児童の検使を行い，掴虫卵陰性者を選び出

してその中から一定数の児童をランダムに抽出し，以後

各月の一定月日に検便を行って姻虫卵の陽転状況を調査

した。検査法は三枚塗抹法を原則としたが必要に応じて

七枚塗抹叉は浮説法の併用をなし卵陽性となった者につ

いては Stoll法により E.P.G.の算定を行った。尚調

査の全期間中対象児童には駆虫薬の投与は全く行わず，

叉不意に投薬の行われないよう厳に注怠した。

実験成績

大阪市内K小学校（A群〉，守口市内S小学校（B群〉，

北河内郡庭窪町N小学校 cc群〉て、対象として選んだ児

童数は各々 100名， 71名， 77名てあり，各月数名の変動

があるが，それは転校其他やむを得ない事情のためであ

る。即：；その検査成総は第1表の様になった。

I.感染率について
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第 1表感染率

群別晶子之町 7 8 9 10 11 12 1 2 

対象総数 100 100 99 99 99 98 98 98 98 98 98 98 98 

。 1 2 4 8 10 12 17 19 24 26 24 27 

A 
。1. 0 2. 0 4. 0 8 .1 10. 2 12. 2 17. 3 19. 4 24. 5 26. 5 24. 5 27. 6 

ー

新 実数 。 1 1 2 4 3 4 5 3 5 1 。3 

感 累計 。 1 2 4 8 11 15 20 23 28 29 29 32 

染
累積% 。1.0 2.0 4,0 8.1 11.2 15,3 20.4 23.5 28.6 29.6 29.6 32.7 

対象総数 71 71 71 71 71 69 67 67 67 67 67 67 

。 5 7 11 14 13 14 16 18 22 21 21 

B 
者タ6 。7.0 9. 9 15. 5 19. 7 18. 8 20. 9 23. 9 26. 9 32. 8 - 31. 3 31. 3 

実数 。 5 3 4 3 。2 3 2 5 1 。
累計 。 5 8 12 15 15 17 20 22 27 28 28 新染感

累積% 。7. 5 11. 3 16. 9 21. l 21. 7 25. 4 29. 9 32. 8 40. 3 - 41. 8 41. 8 

対象総数 77 71 77 77 77 77 77 77 77 75 75 72 72 

。6 11 25 30 29 29 31 33 33 31 32 31 

c 
。8.5 14.3 32.5 39.0 37.7 37.7 40.3 42.9 44.0 41.3 44.4 42.1 

新
実数 。6 11 9 6 2 1 1 1 3 。1 。
累計 。6 17 26 32 34 35 36 37 40 40 41 41 

染感
累積ガ 。8. 5 22.1 31. 8 41. 6 44.2 45. 5 46.8 48.1 53.3 53.3 56. 9 56. 9 

（註） B群の 8月の検査は都合により行い得なかヲた。

此の第1表に基づいて先ず年聞における各群の感染率

を比較検討すると最終月における累積陽転率はA群32.7

%, B群41.8%,c群56.9%となっている。即ちこれを

図示すると第1図（下〉に示す様になり，姻虫の新感染

者はC群， B群， A群のJI固にそのカーブは全く別の途を

たどり交叉する様な傾向は見られず，常にC群が高度の

感染を示しており，B群はC群の中間にあることが判

る。

尚C群は 9カ月後に50%の新感染者を示すが，B群A

群ては半数を超えることはない。

Il .感染量について

次に感染廷であるが，各例の排卵継続期間中における

E.P.G.の月当りの平均値を， 陽転した月別にまとめ

たものが第2表である。即ちこれを各群について比較す

ると群聞に夫々差のあるととが認められ， 1例平均の卵

数においても生群と C群とは格段の差をみせていると同

時に，未受精卵の給、卵に対する百牙比においても，A群

は42.2%,c群は18.5%でA群がC群より感l染量が格段

( 24) 

に低いととを示しており，B群は35.7%でその中聞を占

めていることが判る。即：；感染率についてみられたと同

ーの関係がととても明らかに認められ，〈第1図上はこれ

を図示したものである〉個々の例外はあっても綜合的な

観察によれば感染率の高い群においては感染量も多く ，

感染率の低い群ては感染量が少ないこととなる。

］！［.感染速度について

ある現象の要因及び変動が非常に複雑であるデータを

処理するには，処理の方法を統一しなければ他の成結と

比較検討するととが不可能であるため，著者等は各群聞

の感染速度を比較するのに次の方法を採用してみた。

先ず毎月の新感者の率Eを一定てあると想定，陰性者

は毎月N,N ( 1-P), N ( i-P)2・・・・のように減少

していくと仮定する。

乙うすれば陰性者率は指数的に減少するとととなるの

で陰性として残っている者の百牙比の対数は月令に対し

て直線となる。従って最小自乗法を用いてその回帰直線

を決定し（Snedecor,1952），各実測値のζ れよりのずれ
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第 2表 感染 量 の比 較
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（註） 矢印は実験開始の月を示す

多彩 3表方正化した数表

A B c 

x y y y 

1 176 227 331 

2 171 188 262 

3 162 160 204 

4 143 137 136 

5 128 137 117 

6 108 113 106 

7 81 86 95 

8 64 85 

9 34 67 39 

10 28 16 39 

11 28 4 5 

12 8 4 5 

支＝6.5 主＝6.1 玄＝6.5

yニ 96.08 す＝103.55 す＝118.67

Sx2=145.9 Sx2=129.64 Sx2=143.0 

Sy2ニ 45866.92Sy2 = 57014. 73 Sy2=114052. 67 

Sxy＝ー2475.17Sxy＝一2673.09Sxy= -3773.0 

を検定することとする。回帰直線の勾配を感染速度指数

と名付ければ各地の感染速度を比較し得る。即ち陰性と

して残っている者の率の対数と月数を方正化して，回帰

の計算及び諸元を計算したのが第3表である。表より回

帰係数を計算すればA群はー16.97, B群ほ－21.39,a 
群は－26.38て，とれを回帰の 5%危険率て棄却限界を

求め比較すると各群は 5%の危険率て有意の差が認めら

れ，感染速度はA群を最小としてBC群のJI国序で増大す

るといえる。

百． 感染時期について

総感染者に対する各月の新感染者の百牙比を求め，夫

々の感染時期を推定してグラフとしたのが第2図であ

る。

即ち姻虫の感染より排卵に至るまでの 日数を長谷川

く1953），松林等（1949）の人体実験例から平均75日とし

て推定したものである。図によればC群ては春から夏に

かけて著明な上昇が見られ，A群ては冬から春，B群で

は春と晩夏から秋にかけての 2つの上昇が見られる様に

思える。然しとれを第3項に計算した各諸元から各実

測値の回帰までの分散を計算すると，A群381.98 B群

236 . ~ C群1551.0となり回帰よりのずれを 5%の危険

( 25 ) 



〔寄生虫学雑誌、 ・第 7巻 ・第 1号

期間で終って陰転した例が多く見られた乙とには興味が

あった。

尚之等の陰転例の感染濃度を示唆するものとして，排

卵を継続した例と陰転例とについて夫々のぷ受精卵数の

総卵に対する比を求めた処，表にも示した様に前者ては

18.6～42.2%と低いのに反して，後者てはA群89.6%,

B群95.7%, c群65.8%と夫々高く，従って陰転例にお

いては感染呈が少なかったととが判った。即ちこれを換

言すれば感染丑の少ないものが自然陰転する可能性が多

く， しかもそれは排卵が短期間に終t息するものに多いと

いうとととなる。
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総括及び考察

との実験は大都市，衛星都市，農村の感染の様相の差

を知ろうとして行った研究の一部てあるが，著者等のや

むを得．ない理由によって，大都市，衛星都市，農村の一

小学校に対象を限定せざるを得なかった。

新感染者の累積陽転率の終末は大都市32.7%，衛星都

市41.8%，農村56.9%と明瞭な差を示し，感染率は農村，

衛星都市，大都市の順に低くなる様である。叉感染速度

指数も農村，衛星都市，大都市の順に低くなり此の差は 5

%の危険率て有志の差を示している。感染量についても

大都市が最も低く，衛星都市，農村のJI国に高くなっている

ことはぷ受精卵の占める百牙比がよくこれを示しており

これから考えて感染速度指数が高ければ感染量もとれに

各群の推定感染時期

率において検出できないとととなる。即：！＇.）此の例数と比

のケースては各月の感染に差があるとはいい切れないこ

ととなった。

v.卵陰転について

此の実験の経過中に卵の陰転が屡々見られたが，前に

も述べた様に本実験ては駆虫を厳しく禁じであり，〈卵の

陽転したことは各人に通知していなしすとれは一応自然

陰転てあろうと推察される。第4表に示す様に卵陰転者

はA群 6例， B群 7例， C群12例と各群を問わず見ら

れ，特に群による差は見られないのであるが，全群を通

じて排卵の開始より陰転までの経過月数は4カ月以内の

ものが圧倒的に多く全例の72%を占め，排卵の継続が短

第 2図

例転陰第 4表

未受精卵の総卵
に対する比率

排卵継続例｜陰転例
計9 8 7 6 5 4 3 2 1-2 1 群別
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平行して多いと結論出来るものと思える。然し乍ら本実

験の範囲ては衛星都市は累積陽転率を除いては，かなり

大都市に近い性格を具えている様であるが，とれは市部

人口密度が日本一である守口市内にある小学校を選んだ

ととが関係しているものではないかと考えている。

感染の季節的変動については統計的にはこのケースと

この例数からは有意の差は認め難かったが，個々の成績

を比較してみれば農村は春夏型の一山型，大都市は冬春

型の一山型，衛星都市はその中聞の二山型と夫々具って

いる様に思え，更に例数を増しケースをかえて実験検討

すべき問題であると考えられた。此のように農村，衛星

都市，大都市の小学校の感染様相が夫々異っており，叉常

に衛星都市の小学校がそれ等の中聞の性格を示す理由と

しては，国井等（1951）も述べている様に環境的な差に

よるものが大きいと考えざるを得ない。即ち感染形態と

しての卵による生活環境の汚染の多少がとれを左右して

いると考えられ，糞便が肥料として大都市 から農村に

蛾入され，農村自体て産出されたものと共にこζて処理

されるととが決定的な要因となっていることは否めない

事実であろう。

之等の事実から考えて衛星都市としては異例に属する

守口市内の小学校ですらその感染の様相が全く大都市と

農村の中間型を示した事実は，市の周辺部の学校を選ん

だためかも知れないが，衛星都市が農村的環境要素を多

く具える場合には本成績の場合以上に農村に近似した様

相を示すものではなかろうかと推察される。

尚本実験の経過中に自然陰転と考えざるを得ない例が

陽転全例の24.7%に見られたが，ζれを検討してみると

卵の陰転した25例中の18例 （72%）までが卵陽転してか

ら4カ月以内に陰転したものであり，高田等 (1950）が

行った豚姻虫の人体感染実験に於げる成績，即3ぅ豚畑虫

の感染においては人姻虫の感染と異り排卵後速やかに卵

陰転するというととを想起し甚だ興味深く感じられた。

叉卵陰転例は長期の排卵継続例に比して感染量が少ない

ことを排卵総数に対する未受精卵の百分比から推察する

ζ とが出来た。

結論

1. 大都市，衛星都市，純良村における畑虫の感染様

相は夫々異っており，之等の三者の聞には感裟率，J長裟

量，感染速度において明瞭な差がみられる。

2. 衛星都市における姻虫の感染様相は，すべての面

において大都市と農村との中聞の性格を具えている様に

思われる。

( 27 ) 
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3. 感染時期についても し 2て述べたと同様のとと

がいい得る様に思えたが今回は結論に至らなかった。

4. 畑虫の感染には自然陰転が相当高い頻度て起り，

乙れは感染量の少ない場合に起り易く ，Eっその例の排

卵継続期聞が極めて短かいものが多い。

稿を終る に臨んで， 御懇篤な指導を賜わった森下葉教

授に深 〈感謝し， 叉御助言を頂いた伏見純一博士に感謝

する。備本論文要旨は 1955年第24回日本寄生虫学会総

会において発表した。
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Summary 

In order to know about the dynamic aspect 

of human ascarid infection in urban, suburban and 

rural areas, the manifestation of ascarid eggs in 

feces was observed monthly during one year 

among the uninfected children of the primary sc-

hools in each area. It needs no saying that during 

this period the administration of any anthelmintics 

was strictly prohibited. The results were as foll・

0京TS.

The aspect in each area differed in the accumu・

lative percentages of the newly infected children 

at the end of the observation period, being 32. 7 

% in urban, 41.8 % in suburban, and 56.7 % in 
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rural area, in the speed of the infection, being 

白ehighest in rural area the lowest in・ urban area, 

and in the density of the infection which was the 

highest in rural and the lowest in urban area 

when considered basing on the percentages of 

unfertilized eggs among total egg counts in each 

紅白， being42.2 ~b in urban, 35. 7 ~b in suburban, 

and 18.5 ~b in rural area. 

As to the seasonal fluctuation of the infection 

in each area, it could not be concluded from these 

observations, although some differences might be 

〔寄生虫学雑誌 ・第 7巻 ・第 1号

supposed. Some cases which showed the positive 

fecal :finding for eggs turned negative naturally, 

and such cases were principally observed among 

the group of low density of infection in which 

the egg manifestation period was also short. 

Concludingly, the types or the dynamic aspect 

of ascarid infection in urban, suburban, and rural 

areas are definitely different, and such features 

should be mainly due to the di百erenceof egg 

density in their environments which is connected 

with behaviour of using night soil as fertilizer. 
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